
経営者は「魅力ある企業」に向けた行動・仕組みづくりを ～「人」を活かす経営による革新と成長を目指して～

Ⅰ. 企業をとりまく外部環境変化

（１）「ヒト」の変化
・⽣産年齢⼈⼝の減少(2015年⇒2045年:関⻄△29.7％,全国△27.7%）
・「働き⽅改⾰」をはじめとした⻑時間労働からの脱却の流れ
・若年層を中⼼に「働くこと」への意識が変化、⼈材の流動化もあり企業が選ばれる時代に
・グローバル経済の深化に伴い、迫られる⼀層のグローバル⼈材育成
・⼥性、シニア⼈材、外国⼈の受け⼊れ、活躍を促す必要性

Ⅲ．提言Ⅱ. 企業の取り組み事例と新たな価値創造のモデル
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（２）「モノ」の変化
・AI等のデジタライゼーションをはじめ「情報(データ利活⽤)」分野に
おいて、異次元の社会的変化が進展
・「モノ」をめぐる価値観も「モノ消費」から「コト消費」、「所有」から
「利⽤」へ変化

（３）「カネ」の変化
・ESG投資など投資資⾦に新たな流れ
・収益⼒とともにステークホルダー（顧客、従業員、サプライヤー、
地域社会、株主等）との関係、バランスを重視する声の⾼まり

商品サービスの新たな価値創出⼒・
訴求⼒が問われる時代に

短期的な利益追求のみならず、⻑期的視点
からの企業の「質」が問われる時代に

如何なる環境・業態においても「人」を活かすことが最大のポイント

堀場
製作所

・社是『おもしろおかしく』に基づき、挑戦を促す企業⾵⼟をｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに展開
・『ﾌﾞﾗｯｸｼﾞｬｯｸﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(経営ﾄｯﾌﾟに対する改善提案)』『ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(⼀⼈ひとりが
輝くﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進)』などによる「働きがい」「働きやすさ」の追求
・⼈財育成において海外経験など多様な考え⽅・経験を重視

ネスレ
⽇本

・『ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｱﾜｰﾄﾞ』によるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出の意識・動機付け
・『ﾈｽｶﾌｪｱﾝﾊﾞｻﾀﾞｰ』（顧客との共創による新たなｻｰﾋﾞｽ創出）
・『ﾈｽﾚ⽇本型ﾎﾜｲﾄｶﾗｰｴｸﾞｾﾞﾝﾌﾟｼｮﾝ』の広範な採⽤による働き⽅の再定義

スノー
ピーク

・社員と共に創る「⾃然指向のﾗｲﾌﾊﾞﾘｭ-を提案するﾐｯｼｮﾝｽﾃｰﾄﾒﾝﾄ」が企業の軸
・アウトドアイベント等を通じて顧客の意識・ﾆｰｽﾞを体感し、新たな価値を創出

⽟川堂 ・伝統⼯芸品「鎚起銅器」の⽼舗企業、直販による顧客との接点を重視
･⼯場公開などｽﾄｰﾘｰ性重視の情報発信・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ戦略により新たな顧客を創造

ONE
JAPAN

・既存企業の若⼿が社外とのつながりを持つことで、⾃らｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを創出する取り組み
・『辞めるか、染まるか、変えるか』という問いが起点

鎌倉
投信

・「⼈」「共⽣」「匠」を切り⼝に、社員・家族、取引先、地域・⾃然環境、顧客・消費者、株主を
⼤切にし、持続的で豊かな社会を醸成できる「いい会社」へ投資

従業員の職場に対するエンゲージメント、
業務に対するモチベーションが⼀層重要に

（過去の成功体験にとらわれず）経営者は自社の何を守り、何を革新すべきか判断を迫られている状況

＜新たな価値創造のモデル＞
・外部環境の変化を踏まえ、企業内外のリソースを最⼤限活⽤すべく社員をはじめとす
る各ステークホルダーとの「対話」を重視。
・下記サイクルを回すことにより、組織の創造性・求⼼⼒を⾼め、新たな価値を⽣産・拡
⼤し、従業員・投資家・顧客などから「魅⼒ある企業」として評価されている。

経営者

社員
現場

投資家

アイデア
吸い上げ

理念への
共感・
信頼感
フラットな⾵⼟

価値評価
【新たな尺度】

企業理念やありたい
会社像等の発信

商品そのもの→
新たな価値の提案

共感(ファン)・共創

顧客
ﾊﾟｰﾄﾅｰ企業

地域
(⼤学､NPO等を

含む)
企業経営者は、個々の置かれている状況、将来⽬指すべき姿に応じて、⾃ら模索することが重要

上記を実現し「魅力ある企業」となるためのポイント 実現に向けたアクション例

→社員が「働きがい」「わくわく感」を感じるなど、職場に対する
エンゲージメントが⾼まることにより、イノベーション、⽣産性の
向上等が図られる

①経営者は企業の真にありたい姿の再確認を

②現場に直結し地に⾜が着いた「企業理念」と「独
⾃企業価値」の確⽴・浸透を

→社員の潜在能⼒発揮が促され、企業の成⻑につながる

③経営サイドと現場レベルの密な対話によるイノ
ベーション指向の共有を

④仕事の「⾃分事化」、⾃発的成⻑を後押しする
機会を

⑤多様な⼈材を尊重し、健全な「挑戦」と「失敗」
を評価する⽂化を

→積極的な情報発信に取り組み、外部のリソースを活⽤する
ことで新たな価値創出の⽷⼝等へとつながる

⑥⾃社内にとどまらず他社・地域を巻き込んでの課
題発⾒、イノベーション創出を

・「この会社が何のために⽣まれたか」等をベースとしたポジティブな発想
による⽬指したい姿、企業の⽬的となる「志」の具体化
・企業理念をわかりやすく積極的に発信

[長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ＋具体的行動]
・社会に提供すべき企業価値の全社ﾍﾞｰｽの共創

[従業員参加型ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ､表彰等による目指す行動の明示等]
・緊密な社内対話の促進

[1 on 1、経営top・縦・横・斜めの対話等]
・透明性の確保・外部⽬線の導⼊

[独自の取り組みの積極的対外発信､企業現場の公開等]

・職務・⾏動・成果に応じた納得感ある⼈事制度
[挑戦・ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ志向、課題解決型行動の喚起]

・採⽤・雇⽤形態の多様化
[通年採用､ジョブ型雇用､OB人材活用]

・働く環境のフレキシブルな設計
[在宅勤務、育児・介護への対応等]

・外部環境を活⽤した⼈材育成
[ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進、戦略的出向・副業､ﾘｶﾚﾝﾄ教育]

・新たな時代の要請に応じた産学連携等
[大学と企業の柔軟な協働形態によるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出]

･関⻄の「住む場」、「働く場」、「訪れる場」、「交流する場」、「⽴地する
場」、「学ぶ場」としての魅⼒・優位性の活⽤

[「三方よし」など株主以外のステークホルダーも意識した企業文化]

✔ 「⼈」を活かす経営により、各ステークホルダーに強い訴求⼒を有する⾃社ならではの企業価値の構築を
✔ 仕事のやりがい（エンゲージメント、⾃分事化）と企業の成⻑の「同期化」の仕組みづくりを
✔ 関⻄地域が有する魅⼒、リソース、ポテンシャルについても、戦略的経営資源として取り込みを

新たな価値


